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 充填トリジマイト型酸化物 SrAl2O4は、AlO4四面体が頂点を共有したネットワーク構造を有し、六員
環間隙に Srが占有するような構造となっている(図 1)。本物質に Euや Dyをドープした系においては、
励起光(主に紫外光)を与えることによる長残光特性や、微小圧力の印加によって発光を示す応力発光特
性を持つことで知られている。SrAl2O4は、六方晶構造(P6322)から約 1130 Kで<110>方向に 3倍周期構
造を有する六方晶構造(P63)へ、さらに約 950 K以下において、a軸方向に 2倍周期を持つ単斜晶構造(P21)







メイン構造ならびに、それらの温度変化の様子を 300-500 Kの範囲にて観察した。 















図 1 SrAl2O4の構造相転移による 
基本単位格子の変化 
図 2 SrAl2O4の 400Kにおける振動写真
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